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 本書は，記録管理学およびアーカイブズ学の泰斗による
7 本の論文に対して，わが国の気鋭の研究者・実務家が翻
訳にあたった，記録管理学会と日本アーカイブズ学会の共
編による翻訳論文集である。両学会の機関誌に掲載された
5 本に新たに 2 本が加わり，計 7 本が収録されている。内
容を以下で概観していこう。 
 第Ⅰ部「アーカイブズを学ぶ」には，入門的な 3 本の論
文が収録されている。「未来の時は過去の時のなかに－21
世紀のアーカイブズ学」（エリック・ケテラール著，児玉優
子訳）は，アーカイブズ専門分野の発展の概略を述べた上
で，デジタル化がもたらしたアーカイブズ学のパラダイム
シフト，記憶が重要な意味を持つ現代社会におけるアーカ
イブズ学の課題，アーカイブズ学のグローバル化に伴う交
流の必要，を主に論じている。「アーカイブズ学入門」（テ
オ・トマセン著，石原一則訳）は，アーカイブズ学の中心
概念は記録の概念であり，記録とは，複数の業務過程を起
源とし，それらと結びついている情報（過程連係情報）で
あること，情報の機能や構造，コンテクストを分析して維
持することがアーカイブズ学の方法であること，を述べて
いる。「NARA とともに―わが戦略計画と成果」（ジョン・
カーリン著，小谷允志，古賀崇訳）は，アメリカ国立公文
書館（NARA）の改革について説明している。著者が NARA
長官就任後，戦略計画策定やデジタル記録への対応に精力
的に取り組んだことが，豊富なエピソードとともに叙述さ
れている。 
 第Ⅱ部「アーカイブズの歩み」には，アーカイブズ学の
理論的発展について論じた 2 本の論文が収録されている。
「現在の歴史を生きた記憶として刻印する―アーカイブズ
評価選別の新しい視点」（ジャン=ピエール・ワロー著，塚
田治郎訳）は，大量の情報に対処するための評価と選別の
基準および記述標準について，カナダ国立公文書館の事例
に言及し，かつアーカイブズ学の研究史をたどりながら，
論じている。電子記録やオーディオ・ビジュアルアーカイ
ブズの評価選別に伴う課題も述べている。「過去は物語の始
まりである―1898 年以降のアーカイブズ観の歴史と未来
へのパラダイムシフト」（テリー・クック著，塚田治郎訳）
は，過去 100 年間の学説史の概観を通じて，アーカイブズ
が国の行政のためのものから市民全体のものへと存在理由
を変えたこと，アーキビストには記録保管の過程に積極的
に介入することが求められるようになったこと，そのため，
アーキビストやアーカイブズ理論は価値中立的なものでは
もはやありえないこと，等を明らかにしている。 
 第Ⅲ部「レコードキーピングのこれから」には，近年大
きな影響を持っている概念の理解に役立つ 2 本の論文が収
録されている。「きのう，きょう，あす―責任のコンティニュ
アム」（スー・マケミッシュ著，坂口貴弘，古賀崇訳）は，
記録管理学やアーカイブズ学での最近の潮流である，レ
コード・コンティニュアムについて解説している。従来の
ライフサイクルの概念と異なり，レコード・コンティニュ
アムの考え方は，レコード・マネジャーとアーキビストの
業務をより広範なレコードキーピング専門職という枠組み
で統一的に捉える。また，記録は継続的価値を持つ記録
（アーカイブズ）を含む点に特徴があるとされる。そのよう
な記録を同時代および将来にわたって維持し，アクセス可
能なものにすることがレコードキーピング専門職の使命と
なる。一方，「スクリーンの向こう側―レコード・コンティ
ニュアムとアーカイブズにおける文化遺産」（テリー・クッ
ク著，古賀崇訳）によれば，レコード・コンティニュアム
やレコードキーピング専門職という考え方が大きな影響を
持つなかで，個人，私有，家族，集団のアーカイブズに対
して注意が払われておらず，それらを扱う伝統的なアーキ
ビストと現代的な「レコードキーパー」との間に亀裂が生
じている。亀裂を修復するために，レコード・コンティニュ
アムの再検討が必要であるとクックは主張する。 
 電子化や資料の爆発的な増加という時代の変化に対応し
て記録の番人であり続けようとする，アーキビストあるい
はアーカイブズ学のたくましさも読み取ることができる一
冊である。念頭に置くべきことは，「入門」と冠していると
はいえ難解な議論も随所で展開されている，という点であ
る。門前払いにあわないためには，それなりの熱意と基礎
体力が求められる。だが入門の暁には，広大なアーカイブ
ズの世界の地平がその先に広がることだろう。 
（後藤敏行 青森中央短期大学 専任講師） 
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